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智
儼
撰
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
訳
註
（
一
）

櫻
井

唯

一

は
じ
め
に

智
儼
撰
『
仏
説
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
略
疏
』
（
以
下
、
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
）
は
、
菩
提
流
支
訳
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜

経
』
の
註
釈
で
あ
る
。
本
書
の
撰
述
時
期
は
、
玄
奘
訳
『
大
般
若
経
』
に
言
及
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
翻
訳
が
完
了
し
た
六

六
三
年
、
智
儼
六
十
二
歳
以
降
の
撰
述
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(

１)

管
見
の
限
り
、
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
に
は
①
続
蔵
本
（
龍
谷
大
学
蔵
刊
本
）
、
②
称
名
寺
本
、
③
大
正
蔵
本
（
金
陵
刻

経
処
本
）
の
三
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
現
存
す
る
。
続
蔵
（
続
蔵
一
―
三
八
）
に
は
、
南
宗
の
乾
道
五
年
（
一
一
六
九
）
に
記

さ
れ
た
如
宝
と
い
う
人
物
に
よ
る
識
語
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
智
儼
の
没
後
、
中
国
で
は
一
度
失
わ
れ
、
十
二

(

２)

世
紀
頃
に
再
び
韓
土
（
朝
鮮
半
島
）
よ
り
伝
来
し
た
と
い
う
。
当
時
、
『
金
剛
般
若
経
』
の
註
釈
と
し
て
は
宗
密
や
新
羅
の

元
暁
に
よ
る
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
円
証
と
い
う
人
物
が
朝
鮮
半
島
に
残
さ
れ
て
い
た
智
儼
の
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
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を
探
し
出
し
、
中
国
に
も
た
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
円
証
が
持
ち
帰
っ
た
本
と
は
、
高
麗
の
義
天
（
一
〇
五
五
〜
一

一
〇
一
）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
続
蔵
（
義
天
教
蔵
）
で
あ
る
。
①
続
蔵
本
の
底
本
は
、
同
一
の
識
語
を
有
す
る
享
保
十
三

(

３)
年
（
一
七
二
八
）
刊
本
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
龍
谷
大
学
蔵
・
享
保
十
三
年
刊
本
は
鳳
潭
（
一
六
五
九
〜
一
七
三
八
）

の
手
に
な
る
写
本
を
梓
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
外
題
に
「
般
若
波
羅
蜜
経
略
疏

上
下
」
、
巻
頭
に
「
仏
説
金
剛
般
若
波
羅

(

４)

蜜
経
略
疏
」
と
あ
る
。
ま
た
、
②
称
名
寺
蔵
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
写
本
が
現
存
し
、
こ
れ
は
東
大
寺
尊
勝
院
の
経
蔵
本

を
高
山
寺
の
義
天
版
で
校
合
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
な
お
、
③
大
正
蔵
（
大
正
三
三
）
の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
谷
大
学
所
蔵
・

(

５)

光
緒
二
十
六
年
（
一
九
〇
〇
）
刊
行
の
金
陵
刻
経
処
本
を
底
本
と
す
る
。
そ
の
巻
末
に
は
、
石
埭
（
現
在
の
安
徽
省
石
台

県
）
の
徐
子
静
と
い
う
人
物
の
求
め
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(

６)

本
稿
で
は
続
蔵
本
を
底
本
と
し
、
「
五
門
分
別
」
か
ら
「
序
分
」
の
終
わ
り
ま
で
に
相
当
す
る
箇
所
に
つ
い
て
書
き
下
し

と
註
釈
を
行
っ
た
。
智
儼
が
撰
述
し
た
経
典
註
釈
書
の
う
ち
、
完
全
な
形
で
残
る
の
は
本
書
と
六
十
『
華
厳
』
に
対
す
る
註

釈
『
捜
玄
記
』
の
み
で
あ
る
。
華
厳
教
学
に
お
い
て
『
華
厳
経
』
は
一
乗
教
、
『
金
剛
般
若
経
』
は
三
乗
教
と
い
う
位
置
づ

け
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
今
回
扱
う
箇
所
に
は
『
捜
玄
記
』
と
共
通
す
る
記
述
も
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
を

対
照
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
智
儼
の
思
想
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

智
儼
撰
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
訳
註
（
一
）

（
櫻
井
）
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【
表
】
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
科
段

〇
、
五
門
分
別

一
、
教
興
所
由

二
、
蔵
摂
分
斉

Ⅰ

約
一
乗

Ⅱ

約
三
乗

Ⅲ

自
部
種
類

三
、
所
詮
宗
趣
・
能
詮
教
体

四
、
釈
経
題
目

五
、
分
文
解
釈

Ⅰ

序
分

ⅰ

証
信
序

ⅱ

発
起
序

Ⅱ

正
宗
分

ⅰ

立
義
分

ⅱ

解
釈
分

Ａ

約
解
心
顕
三
種
般
若

１

徳
分
量

１−

１

明
顕
解
般
若
離
妄
堅
固

１−

１−

１

約
衆
生
心

１−

１−

２

三
種
般
若
徳
用

１−

２

釈
其
余
疑
辨
解
決
定

１−

２−

１

釈
正
余
疑

１−

２−

２

泯
相
入
実

１−

２−

３

校
量
其
徳

１−
２−

４

顕
徳
殊
勝

Ｂ

約
其
行
事
弁
三
種
般
若

２

挙
行
顕
解

２−

１

広
顕
行

２−

１−

１

総
挙
行
体

２−

１−

２

明
信
行
相

２−

２

略
顕
広

２−

２−

１

挙
総
信
相

２−

２−

２

引
往
事
証
成

２−

２−

３

挙
勝
校
量
以
勧
学

２−

３−

４

挙
広
結
略

３

約
彼
行
相
顕
三
種
般
若

３

−

１

陳
四
疑
問
三
種
般
若
体
相

３−

２

広
答
顕
相

３−

２−

１

釈
三
種
般
若
体
相

３−

２−

２

釈
其
余
行
疑

３−

３

結
成
前
義

(

７)

ⅲ

究
竟
分

Ⅲ

流
通
分
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註

(
)

木
村
［
一
九
七
七
］
四
〇
五
頁
、
参
照
。
た
だ
し
、
先
行
研
究
で
は
、
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
は
智
儼
の
撰
述
で
は

1

な
い
と
い
う
説
も
提
起
さ
れ
て
い
る
（
大
竹
［
二
〇
〇
七
］
四
七
〇
〜
四
七
六
頁
）
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
大
正

蔵
本
の
音
釈
（
大
正
三
三
・
二
三
九
頁
下
）
中
に
、
智
儼
の
生
存
年
代
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
、
慧
琳
（
七
六
八
〜

八
二
〇
）
の
『
一
切
経
音
義
』
や
『
守
護
国
界
経
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
よ
る
（
石
井
［
一
九
九

六
］
二
五
一
頁
・
註
四
九
）
。
し
か
し
、
こ
の
音
釈
は
、
続
蔵
本
お
よ
び
龍
谷
大
学
蔵
刊
本
で
は
『
金
剛
般
若
経
』

の
経
文
や
そ
の
解
釈
の
文
と
は
区
別
さ
れ
、
二
字
分
下
げ
て
記
す
と
い
う
体
裁
を
と
り
、
ま
た
称
名
寺
本
に
は
確
認

で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
段
落
は
読
解
の
便
宜
の
た
め
に
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
少
な
く
と
も

こ
れ
を
も
っ
て
偽
撰
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
る
。

(
)

『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
（
続
蔵
一
―
三
八
・
二
九
四
丁
左
下
）
。

2

(
)

続
蔵
本
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
（
続
蔵
一
―
三
八
・
二
九
四
丁
左
下
〜
二
九
五
丁
右
上
）
の
識
語
に
は
寿
昌
元
年

3

（
一
〇
九
五
）
に
高
麗
国
大
興
寺
に
て
雕
造
さ
れ
た
と
あ
り
、
ま
た
『
義
天
録
』
（
大
正
五
五
・
一
一
七
〇
頁
下
）

に
も
智
儼
の
著
述
と
し
て
『
金
剛
般
若
経
』
の
「
疏
一
巻
」
が
録
さ
れ
て
い
る
。

(
)

龍
谷
大
学
蔵
・
享
保
十
三
年
刊
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
（
一
九
丁
）
に
は
、
「
大
日
本
皇
都
西
阜
松
室
華
厳
寺
主
大
和

4

尚
手
書
之
蔵
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
華
厳
寺
」
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
鳳
潭
が
創
建
し
た
華
厳
寺
を
指

智
儼
撰
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
訳
註
（
一
）

（
櫻
井
）
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す
と
考
え
ら
れ
、
「
華
厳
寺
主
大
和
尚
」
と
は
鳳
潭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
)

金
沢
文
庫
・
関
靖
編
［
一
九
三
九
］
二
八
五
頁
上
、
参
照
。

5

(
)

大
正
蔵
の
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
（
大
正
三
三
・
二
五
一
頁
上
）
に
は
「
石
埭
除
子
静
、
施
洋
銀
四
十
円
敬
刻
此
経
。

マ
マ

6

（
石
埭
の
除
子
静
、
洋
銀
四
十
円
を
施
し
て
此
の
経
を
敬
刻
す
。
）
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
石
埭
の
「
除
子
静
」
と

．

は
、
清
代
の
金
石
家
で
あ
る
徐
子
静
（
徐
子
愷
）
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

(
)

大
正
三
三
・
二
五
〇
頁
下
一
八
行
目
か
ら
始
ま
る
経
文
に
つ
い
て
は
科
段
に
混
乱
が
あ
り
、
大
正
三
三
・
二
四
〇
頁

7

中
で
は
「
究
竟
分
」
と
さ
れ
る
が
、
大
正
三
三
・
二
四
七
頁
上
で
は
「
結
成
前
義
」
と
し
て
解
釈
分
に
摂
せ
ら
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
「
３

−
３

結
成
前
義
」
と
「
ⅲ

究
竟
分
」
と
を
分
け
て
記
し
た
が
、
両
者
の
該
当
箇
所
は
重
複

し
て
い
る
。
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智
儼
撰
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
訳
註
（
一
）

（
櫻
井
）

二

『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
訳
註
（
五
門
分
別
～
発
起
序
）

《
凡
例
》

・
本
文
の
テ
キ
ス
ト
は
続
蔵
本
を
底
本
と
し
、
校
訂
は
意
味
を
取
る
上
で
必
要
が
あ
る
場
合
の
み
に
留
め
て
い
る
。
対
校
本

と
し
て
大
正
蔵
本
お
よ
び
称
名
寺
本
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
製
版
）
を
用
い
た
。
称
名
寺
本
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
ご

助
力
い
た
だ
い
た
称
名
寺
お
よ
び
金
沢
文
庫
の
ご
関
係
者
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

・
続
蔵
お
よ
び
大
正
蔵
本
に
は
、
註
釈
文
の
間
に
『
金
剛
般
若
経
』
の
全
文
が
引
用
さ
れ
、
ま
た
『
一
切
経
音
義
』
に
よ
る

音
釈
等
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
後
世
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
。

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
統
一
し
た
。

・
訳
註
は
原
文
、
書
き
下
し
文
、
註
、
解
説
の
順
序
で
記
し
、
適
宜
科
段
と
対
応
す
る
見
出
し
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
を
付
し
た
。

註
番
号
は
、
校
異
を
示
す
場
合
は
原
文
に
付
し
、
語
釈
の
場
合
は
書
き
下
し
文
に
付
す
。

・
註
釈
文
中
に
引
用
さ
れ
る
『
金
剛
般
若
経
』
の
経
文
は
「

」
で
示
し
、
繁
を
避
け
る
た
め
書
き
下
し
は
行
わ
な
い
。



- 34 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
29

《
本
文
》

仏
説
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
略
疏
上

至
相
寺
沙
門

智
儼

述

〇
、
五
門
分
別

将
欲
釈
文
、
先
於
文
首
作
五
門
分
別
。
一
、
明
教
興
所
由
。
二
、
明
蔵
摂
分
斉
。
三
、
明
教
下
所
詮
宗
趣
及
能
詮
教
体
。
四
、

釈
経
題
目
。
五
、
分
文
解
釈
。

将
に
文
を
釈
す
る
こ
と
を
欲
せ
ん
と
す
る
に
、
先
に
文
の

首

に
於
い
て
五
門
の
分
別
を
作
す
。
一
に
、
教
を
興
す
所
由
を

は
じ
め

明
か
す
。
二
に
、
蔵
摂
の
分
斉
を
明
か
す
。
三
に
、
教
下
の
所
詮
の
宗
趣
及
び
能
詮
の
教
体
を
明
か
す
。
四
に
、
経
の
題
目

を
釈
す
。
五
に
、
文
を
分
か
ち
て
解
釈
す
。

一
、
教
興
所
由

初
、
教
興
所
由
者
、
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
者
、
蓋
是
実
智
之
美
称
、
真
徳
之
通
号
。
宗
本
冲
寂
、
神
凝
湛
一
。
独
曜
幽
原
、

円
明
等
覚
。
含
暉
至
朗
、
而
泯
於
分
別
。
冥
津
玄
曠
、
而
隠
於
縁
数
。
斯
乃
可
謂
衆
生
之
本
際
、
涅
槃
之
円
旨
、
因
縁
之
実

性
、
法
界
之
説
府
。
是
知
、
真
性
虗
融
、
斯
無
不
在
一
言
、
無
所
不
摂
殊
説
、
更
無
異
盈
。
但
為
聖
化
随
機
、
明
教
門
非
一
。
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智
儼
撰
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
訳
註
（
一
）

（
櫻
井
）

為
進
初
心
菩
薩
、
爰
引
根
熟
声
聞
、
遂
分
張
別
分
、
以
成
空
文
堅
固
之
教
矣
。

初
め
に
、
教
え
を
興
す
所
由
と
は
、
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
は
、
蓋
し
是
れ
実
智
の
美
称
に
し
て
、
真
徳
の
通
号
な
り
。
宗
の

本
は
冲
寂
に
し
て
、
神

凝
り
て
湛
う
る
こ
と
一
な
り
。
独
り
幽
原
を
曜
し
、
円
か
に
等
覚
を
明
か
す
。
含
暉
至
朗
に
し
て
、

て
ら

1

而
も
分
別
を
泯
す
。
冥
津
は
玄
く
曠
く
し
て
、
而
も
縁
数
を
隠
す
。
斯
れ
乃
ち
謂
う
可
し
、
衆
生
の
本
際
、
涅
槃
の
円
旨
、

く
ら

ひ
ろ

べ

因
縁
の
実
性
、
法
界
の
説
府
な
り
と
。
是
れ
知
る
、
真
性
は
虗
融
に
し
て
、
斯
れ
一
言
と
し
て
在
ら
ざ
る
無
く
、
殊
説
を
摂

せ
ざ
る
所
無
く
、
更
に
異
盈
つ
る
こ
と
無
し
。
但
だ
聖
化
は
機
に
随
わ
ん
が
為
め
に
、
教
門
の
一
に
非
ざ
る
を
明
か
す
の
み

2

な
り
。
初
心
の
菩
薩
を
進
め
ん
が
為
め
に
、
爰
に
根
熟
の
声
聞
を
引
き
て
、
遂
に
分
張
し
別
分
し
て
、
以
て
空
文
の
堅
固
の

教
え
を
成
ぜ
ん
。

【
註
】神

凝
湛
一

「
神
凝
」
は
『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
に
「
其
神
凝
、
使
三

物
不
二

疵
癘
一、
而
年
穀
熟
。
」
す
な
わ
ち
、
「
（
姑

1

射
と
い
う
山
に
い
る
神
人
が
）
そ
の
精
神
を
凝
集
さ
せ
る
と
、
万
物
が
過
を
免
れ
、
一
年
の
実
り
も
十
分
に
な
る
」
と

あ
る
。
ま
た
、
「
湛
一
」
は
い
く
つ
か
の
仏
教
文
献
に
用
例
が
あ
る
が
、
『
大
乗
止
観
法
門
』
巻
一
（
大
正
四
六
・
六
四

三
頁
中
）
に
は
、
「
如
レ

似
二

水
静
内
照
、
照
潤
義
殊
、
而
常
湛
一
一。
」
と
あ
る
。
こ
の
文
脈
で
は
、
真
如
と
智
が
同
一
体
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で
あ
る
こ
と
を
、
水
に
は
映
し
出
す
（
照
）
と
う
る
お
す
（
潤
）
と
い
う
二
つ
の
は
た
ら
き
が
あ
る
が
、
水
そ
の
も
の

は
一
体
で
あ
る
こ
と
に
喩
え
て
い
る
。

斯
無
不
在
〜
更
無
異
盈

こ
の
一
節
は
『
華
厳
経
関
脈
義
記
』
に
お
い
て
「
統
法
師
」
と
い
う
人
物
の
言
葉
と
し
て

2

引
用
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
竹
［
二
〇
〇
七
］
四
七
一
〜
四
七
五
頁
、
参
照
。

【
解
説
】

第
一
に
、
仏
が
『
金
剛
般
若
経
』
の
教
え
を
説
い
た
理
由
を
述
べ
る
。
な
お
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
既
に
大
竹
晋

［
二
〇
〇
七
］
に
書
き
下
し
が
あ
り
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
た
。

『
金
剛
般
若
経
』
と
い
う
題
目
は
、
仏
の
真
実
の
智
慧
と
徳
と
を
讃
え
る
名
称
で
あ
る
。
こ
の
教
え
の
本
質
は
空
で
あ
り
、

精
神
は
一
つ
に
集
ま
っ
て
、
奥
深
い
本
源
を
て
ら
し
、
悟
り
を
完
全
に
明
ら
か
に
す
る
。
〔
仏
の
智
慧
の
〕
か
が
や
き
は
極

ま
り
、
さ
ら
に
物
事
の
区
別
を
な
く
す
。
こ
れ
を
、
衆
生
の
真
の
在
り
方
、
涅
槃
の
本
質
的
な
意
味
、
因
縁
と
い
う
現
象
の

本
体
、
法
界
に
お
け
る
言
葉
の
領
域
と
言
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
真
な
る
存
在
は
、
個
物
と
し
て
の
実
体
が
な
く
虚
空

で
あ
り
、
自
他
の
区
別
が
な
く
融
け
あ
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
言
葉
一
つ
と
っ
て
も
真
実
で
な
い
も
の
は
な
く
、
一
言
の
中

に
あ
ら
ゆ
る
説
を
包
摂
し
、
そ
れ
で
い
て
他
の
も
の
が
入
り
込
む
余
地
も
な
い
。
た
だ
、
仏
の
教
化
は
そ
の
対
象
と
な
る
衆

生
の
機
根
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
教
門
も
多
岐
に
亙
る
。
〔
つ
ま
り
、
『
金
剛
般
若
経
』
は
、
仏
が
〕
大
乗
の
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教
え
に
入
っ
た
ば
か
り
の
初
心
の
菩
薩
の
た
め
に
、
機
根
の
成
熟
し
た
声
聞
を
引
き
寄
せ
て
、
広
大
な
教
え
の
一
部
を
分
離

さ
せ
、
〔
金
剛
の
よ
う
に
壊
れ
な
い
〕
堅
固
な
空
の
教
え
と
し
て
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
蔵
摂
分
斉

第
二
、
蔵
摂
分
斉
者
、
有
三
。
一
、
約
一
乗
。
二
、
約
三
乗
。
三
、
約
自
部
種
類
。

第
二
に
蔵
摂
の
分
斉
と
は
、
三
有
り
。
一
に
、
一
乗
に
約
す
。
二
に
、
三
乗
に
約
す
。
三
に
、
自
部
種
類
に
約
す
。

Ⅰ

約
一
乗

此
経
所
為
名
同
小
乗
、
所
有
法
門
主
伴
不
具
、
所
述
文
義
唯
局
一
方
、
唯
説
理
門
遂
其
解
行
。
以
此
為
験
非
即
一
乗
、
若
従

所
流
皆
依
一
起
。

此
の
経
の
所
為
を
名
づ
け
て
小
乗
に
同
ず
と
せ
ば
、
所
有
の
法
門
は
主
伴
を
具
え
ず
、
所
述
の
文
義
は
唯
だ
一
方
に
局
り
、

3

唯
だ
理
門
を
説
い
て
其
の
解
行
を
遂
ぐ
る
の
み
な
り
。
此
を
以
て
験
と
為
せ
ば
即
ち
一
乗
に
非
ざ
る
も
、
若
し
所
流
に
従
え

ば
皆
な
一
に
因
り
て
起
る
。
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【
註
】

所
為

教
え
の
対
象
。

3【
解
説
】

第
二
に
、
『
金
剛
般
若
経
』
と
い
う
経
典
の
分
類
を
三
つ
の
観
点
か
ら
述
べ
る
。
ま
ず
、
一
乗
の
観
点
か
ら
解
釈
す
る
。

『
金
剛
般
若
経
』
は
仏
弟
子
（
＝
声
聞
）
に
対
し
て
仏
が
教
え
を
説
く
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
経

の
教
化
の
対
象
を
小
乗
と
同
じ
声
聞
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
門
は
全
て
を
完
備
せ
ず
、
述
べ
る
と
こ
ろ
の
文
義
は
教
え

全
体
の
一
部
分
だ
け
に
限
ら
れ
、
た
だ
形
而
上
的
な
理
の
観
点
に
お
け
る
解
行
を
遂
げ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
根
拠
と
す

れ
ば
、
こ
の
経
は
一
乗
の
教
え
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
現
象
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
一
体
の
真
如
よ
り
流
れ

出
て
い
る
の
で
、
そ
の
本
源
に
遡
れ
ば
、
こ
の
経
は
一
乗
の
教
え
と
同
一
と
も
言
え
る
。

Ⅱ

約
三
乗

第
二
、
約
三
乗
弁
者
、
有
二
。
所
詮
三
故
蔵
即
為
三
。
第
二
、
所
為
二
故
蔵
即
為
二
。

所
詮
三
者
、
一
謂
定
学
是
修
多
羅
蔵
所
詮
。
二
謂
戒
学
是
毘
那
耶
蔵
所
詮
。
三
慧
学
是
阿
毘
達
摩
蔵
所
詮
。
此
経
是
修
多
羅
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蔵
所
摂
。

第
二
門
者
、
一
小
乗
蔵
。
二
大
乗
蔵
。
亦
、
言
二
乗
及
以
三
乗
。
云
三
乗
者
、
有
二
義
。
一
、
約
根
弁
、
三
人
同
依
一
法
故
。

二
、
約
法
弁
、
対
三
人
所
軌
故
。
此
経
即
是
大
乗
三
蔵
所
摂
也
。

第
二
に
、
三
乗
に
約
し
て
弁
ず
る
に
、
二
有
り
。
所
詮
三
な
る
が
故
に
蔵
も
即
ち
三
と
為
す
。
第
二
に
、
所
為
二
な
る
が
故

に
蔵
も
即
ち
二
と
為
す
。

所
詮
三
と
は
、
一
に
定
学
と
謂
う
は
是
れ
修
多
羅
蔵
の
所
詮
な
り
。
二
に
戒
学
と
謂
う
は
是
れ
毘
那
耶
蔵
の
所
詮
な
り
。
三

に
慧
学
は
是
れ
阿
毘
達
摩
蔵
の
所
詮
な
り
。
此
の
経
は
是
れ
修
多
羅
蔵
の
所
摂
な
り
。

第
二
門
と
は
、
一
に
小
乗
蔵
、
二
に
大
乗
蔵
な
り
。
亦
、
二
乗
及
以
三
乗
と
言
う
。
三
乗
と
云
う
は
、
二
義
有
り
。
一
に
、

お
よ
び

根
に
約
し
て
弁
ず
。
三
人
同
じ
く
一
法
に
依
る
が
故
に
。
二
に
、
法
に
約
し
て
弁
ず
。
三
人
に
対
し
て
軌
す
る
所
な
る
が
故

に
。
此
の
経
は
即
ち
是
れ
大
乗
三
蔵
の
所
摂
な
り
。

【
解
説
】

次
に
、
三
乗
の
立
場
か
ら
論
ず
る
。
こ
れ
に
は
二
説
が
あ
る
。

第
一
に
は
、
仏
の
教
え
の
内
容
は
大
き
く
分
け
る
と
定
学
・
戒
学
・
慧
学
の
三
種
が
あ
る
の
で
、
仏
典
も
修
多
羅
・
毘
那
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耶
・
阿
毘
達
摩
の
三
蔵
に
分
け
る
説
で
あ
る
。
こ
の
分
類
で
は
、
『
金
剛
般
若
経
』
は
修
多
羅
蔵
に
含
ま
れ
る
。

第
二
に
は
、
小
乗
蔵
・
大
乗
蔵
と
い
う
分
類
で
あ
り
、
ま
た
前
者
は
二
乗
、
後
者
は
三
乗
と
も
呼
ば
れ
る
。
仏
が
教
え
を

三
乗
に
分
け
て
立
て
た
の
に
は
、
二
つ
の
意
義
が
あ
る
。
一
に
は
、
機
根
の
観
点
で
あ
る
。
衆
生
は
各
々
機
根
が
異
な
る
た

め
、
三
乗
に
分
け
て
説
く
の
で
あ
る
。
二
に
は
、
法
の
観
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
乗
そ
れ
ぞ
れ
に
規
範
と
な
る
法
が
異
な
る

た
め
で
あ
る
。
『
金
剛
般
若
経
』
は
大
乗
の
三
蔵
に
含
ま
れ
る
。

Ⅲ

約
自
部
種
類

第
三
、
自
部
種
類
相
摂
者
、
般
若
経
依
梵
本
二
十
万
偈
、
訳
成
六
百
巻
。
総
作
十
六
会
説
、
処
別
有
四
。
前
六
会
同
王
舎
城

4

鷲
峰
山
説
。
次
三
会
同
在
室
羅
筏
誓
多
林
給
孤
独
園
説
。
次
一
会
他
化
自
在
天
説
。
次
四
会
還
同
前
誓
多
林
説
。
次
一
会
同

前
鷲
峰
山
説
。
次
一
会
在
王
舎
城
竹
林
園
白
鷺
池
側
説
。
此
金
剛
般
若
経
、
当
第
九
会
説
。
梵
本
有
三
百
偈
、
今
成
一
巻
、

亦
、
無
別
品
。

若
準
説
経
、
依
処
之
義
理
亦
不
同
。

初
依
処
者
、
王
舎
城
説
、
挙
教
自
在
敵
非
顕
徳
、
義
静
相
勝
故
也
。

第
二
処
者
、
表
顕
化
生
分
斉
、
臨
機
済
危
、
抜
苦
之
相
也
。

第
三
処
者
、
顕
処
校
量
、
明
教
尊
勝
、
覆
蔭
決
定
故
也
。
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第
四
処
者
、
顕
教
自
在
、
防
非
顕
徳
、
衆
義
建
立
、
亮
神
之
所
津
潤
之
状
相
也
。

第
三
に
、
自
部
種
類
相
の
摂
と
は
、
般
若
経
は
梵
本
に
依
ら
ば
二
十
万
偈
あ
り
、
訳
し
て
六
百
巻
を
成
ず
。
総
じ
て
十
六
会

の
説
を
作
す
に
、
処
の
別
に
四
有
り
。
前
の
六
会
は
同
じ
く
王
舎
城
の
鷲
峰
山
の
説
な
り
。
次
の
三
会
は
同
じ
く
室
羅
筏
の

誓
多
林
の
給
孤
独
園
に
在
り
て
説
く
。
次
の
一
会
は
他
化
自
在
天
の
説
な
り
。
次
の
四
会
は
還

前
に
同
じ
く
誓
多
林
の
説

ま
た

な
り
。
次
の
一
会
は
前
に
同
じ
く
鷲
峰
山
の
説
な
り
。
次
の
一
会
は
王
舎
城
の
竹
林
園
の
白
鷺
池
の
側
に
在
り
て
説
く
。
此

の
金
剛
般
若
経
は
、
第
九
会
の
説
に
当
た
る
。
梵
本
に
三
百
偈
有
り
て
、
今
一
巻
を
成
じ
て
、
亦
、
品
を
別
つ
こ
と
無
し
。

若
し
説
経
に
準
ず
れ
ば
、
依
処
の
義
理
は
亦

同
じ
か
ら
ず
。

初
め
の
依
処
は
、
王
舎
城
の
説
に
し
て
、
教
の
自
在
も
て
非
に
敵
し
徳
を
顕
し
、
義
の
静
相

勝
れ
た
る
故
を
挙
ぐ
る
な
り
。

第
二
処
は
、
化
生
の
分
斉
を
顕
じ
、
機
に
臨
ん
で
危
き
を
済
い
、
抜
苦
の
相
を
表
す
な
り
。

第
三
処
は
、
処
の
校
量
も
て
、
教
の
尊
勝
を
明
か
し
、
覆
蔭
決
定
す
る
故
を
顕
ず
る
な
り
。

第
四
処
は
、
教
の
自
在
も
て
、
非
を
防
ぎ
徳
を
顕
じ
、
衆
義
建
立
し
て
、
亮
ら
か
な
る
神
の
津
潤
す
所
の
状
相
を
顕
ず
る

あ
き

う

る

お

な
り
。

【
註
】
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梵
本
二
十
万
偈

続
蔵
お
よ
び
大
正
蔵
に
は
「
三
十
万
」
と
あ
る
が
、
称
名
寺
本
に
従
っ
て
「
二
十
万
」
と
す
る
。

4
そ
の
根
拠
は
、
『
続
高
僧
伝
』
巻
四
・
玄
奘
伝
（
大
正
五
〇
・
四
五
七
頁
下
）
や
『
開
元
釈
経
録
』
巻
八
（
大
正
五
五
・

五
六
〇
頁
中
）
等
で
は
、
『
大
般
若
経
』
の
梵
本
は
「
二
十
万
偈
」
、
あ
る
い
は
「
二
十
万
頌
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
。

【
解
説
】

前
に
仏
典
全
体
の
分
類
と
い
う
観
点
か
ら
『
金
剛
般
若
経
』
の
位
置
を
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
般
若
経
典
群
に
お
け
る

分
類
を
説
明
す
る
。
般
若
経
は
梵
本
に
よ
れ
ば
二
十
万
偈
あ
り
、
漢
訳
（
玄
奘
訳
『
大
般
若
経
』
）
で
は
六
百
巻
あ
る
。
般

若
経
に
は
十
六
の
会
処
が
あ
り
、
説
法
の
場
所
は
四
箇
所
で
あ
る
。
初
会
〜
第
六
会
は
王
舍
城
鷲
峰
山
、
第
七
〜
第
九
会
は

室
羅
筏
国
の
誓
多
林
の
給
孤
独
園
、
第
十
会
は
他
化
自
在
天
、
第
十
一
〜
第
十
四
会
は
誓
多
林
、
第
十
五
会
は
鷲
峰
山
、
第

十
六
会
は
王
舍
城
竹
林
園
の
白
鷺
池
の
側
に
お
い
て
説
か
れ
た
。
こ
の
『
金
剛
般
若
経
』
は
第
九
会
の
説
に
あ
た
る
（
『
大

般
若
経
』
第
九
会
・
能
断
金
剛
分
）
。
『
金
剛
般
若
経
』
の
梵
本
は
三
百
偈
あ
り
、
漢
訳
で
は
一
巻
で
品
を
分
か
た
な
い
。

仏
が
般
若
経
の
教
え
を
説
く
こ
と
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
法
処
に
よ
っ
て
異
な
る
。
第
一
に
、
王
舍
城
鷲
峰
山
の
説

法
で
は
、
仏
の
教
え
が
自
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
認
識
や
行
い
に
反
対
す
る
こ
と
で
そ
の
対
極
に
あ
る
徳
の
意

味
を
明
確
に
し
、
そ
の
悟
り
が
勝
れ
た
空
寂
の
相
を
持
つ
理
由
を
挙
げ
る
。
第
二
に
、
給
孤
獨
園
で
は
、
教
化
す
る
衆
生
の
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有
り
様
を
説
く
こ
と
で
、
仏
が
各
々
の
衆
生
の
機
根
に
合
わ
せ
て
そ
の
危
機
を
救
い
苦
を
除
く
と
い
う
、
救
済
の
姿
を
表
し

て
い
る
。
第
三
に
、
他
化
自
在
天
で
は
、
説
法
の
処
を
校
量
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
の
教
え
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
て
、

一
切
の
衆
生
を
包
摂
し
決
定
す
る
理
由
を
明
か
す
。
第
四
に
、
王
舍
城
竹
林
園
の
白
鷺
池
の
側
で
は
、
仏
の
教
え
が
自
在
で

あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
誤
っ
た
認
識
や
行
い
を
防
ぐ
こ
と
で
徳
を
あ
ら
わ
し
、
あ
ら
ゆ
る
義
を
立
て
て
、
仏
の
心
に
よ
っ
て

照
ら
す
対
象
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。

智
儼
は
『
五
十
要
問
答
』
（
大
正
四
五
・
五
二
三
頁
中
）
に
お
い
て
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
品
般
若
経
』
を
三
乗
終
教
、

『
金
剛
般
若
経
』
を
三
乗
始
教
の
経
典
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『
大
般
若
経
』
の
訳
出
に
よ
っ
て
、

『
大
品
般
若
経
』
は
そ
の
第
二
会
に
、
『
金
剛
般
若
経
』
は
第
九
会
に
相
当
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

『
五
十
要
問
答
』
に
は
そ
の
こ
と
に
関
す
る
言
及
が
な
い
。
つ
ま
り
、
「
『
金
剛
般
若
経
』
は
三
乗
始
教
の
経
典
で
あ
る
」

と
い
う
説
は
、
智
儼
が
玄
奘
訳
『
大
般
若
経
』
の
存
在
を
知
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
『
金
剛
般
若
経
略

疏
』
の
思
想
内
容
を
直
ち
に
三
乗
始
教
の
立
場
と
し
て
よ
い
か
は
一
考
を
要
す
る
。

三
、
所
詮
宗
趣
・
能
詮
教
体

第
三
、
教
下
所
詮
宗
趣
及
能
詮
教
体
者
、
有
二
。

一
、
総
明
宗
趣
。
此
経
即
用
三
種
般
若
。
一
、
実
相
般
若
。
二
、
観
照
般
若
。
三
、
文
字
般
若
。
所
以
知
者
、
為
下
経
文
具
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明
理
行
及
教
三
義
故
。

第
二
、
別
明
宗
趣
者
、
有
五
義
。
第
一
、
教
義
相
対
。
用
教
為
宗
、
以
義
為
趣
。
第
二
、
因
果
相
対
。
以
因
為
宗
、
用
果
為

趣
。
為
下
文
所
住
及
修
行
并
調
伏
並
約
成
因
行
義
故
。
第
三
、
人
法
相
対
者
、
用
法
為
宗
、
以
人
為
趣
。
為
依
法
成
仏
故
。

第
四
、
理
事
相
対
者
、
以
理
為
宗
、
用
事
為
趣
。
第
五
、
境
行
相
対
。
以
境
為
宗
、
以
行
為
趣
。
立
境
教
欲
成
其
行
故
也
。

第
二
、
能
詮
教
体
者
、
若
約
一
乗
、
以
唯
識
・
真
如
為
体
。
不
可
以
分
別
智
知
故
。
若
約
三
乗
、
有
二
義
。
一
、
同
小
乗
教
。

二
、
同
一
乗
教
。
具
如
経
論
。

第
三
に
、
教
下
所
詮
の
宗
趣
及
び
能
詮
の
教
体
と
は
、
二
有
り
。

一
に
は
、
総
じ
て
宗
趣
を
明
か
す
。
此
の
経
は
即
ち
三
種
般
若
を
用
う
。
一
に
は
、
実
相
般
若
。
二
に
は
、
観
照
般
若
。
三

に
は
、
文
字
般
若
。
知
る
所
以
は
、
下
の
経
文
に
具
さ
に
理
・
行
及
び
教
の
三
義
を
明
か
さ
ん
が
為
め
の
故
に
。

第
二
に
、
別
し
て
宗
趣
を
明
か
す
と
は
、
五
義
有
り
。
第
一
に
、
教
義
相
対
。
教
を
用
い
て
宗
と
為
し
、
義
を
以
て
趣
と
為

す
。
第
二
に
、
因
果
相
対
。
因
を
以
て
宗
と
為
し
、
果
を
用
い
て
趣
と
為
す
。
下
の
文
の
所
住
及
び
修
行
并
び
に
調
伏
は
、

並
び
に
因
行
の
義
を
成
ず
る
に
約
さ
ん
が
為
め
の
故
に
。
第
三
に
、
人
法
相
対
と
は
、
法
を
用
い
て
宗
と
為
し
、
人
を
以
て

趣
と
為
す
。
法
に
依
り
て
成
仏
せ
ん
が
為
め
の
故
に
。
第
四
に
、
理
事
相
対
と
は
、
理
を
以
て
宗
と
為
し
、
事
を
用
い
て
趣

と
為
す
。
第
五
に
、
境
行
相
対
。
境
を
以
て
宗
と
為
し
、
行
を
以
て
趣
と
為
す
。
境
を
立
て
て
其
の
行
を
成
ず
る
を
欲
せ
し
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む
る
が
故
な
り
。

第
二
に
、
能
詮
教
体
と
は
、
若
し
一
乗
に
約
せ
ば
、
唯
識
・
真
如
を
以
て
体
と
為
す
。
分
別
智
を
以
て
知
る
可
か
ら
ざ
る
が

故
に
。
若
し
三
乗
に
約
せ
ば
、
二
義
有
り
。
一
に
、
小
乗
教
に
同
ず
。
二
に
、
一
乗
教
に
同
ず
。
具
さ
に
は
経
論
の
如
し
。

【
解
説
】

本
書
で
は
、
『
金
剛
般
若
経
』
の
宗
趣
（
教
え
の
核
心
）
を
実
相
・
観
照
・
文
字
の
三
種
般
若
と
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
、

経
文
の
「
①
応
云
何
住
、
②
云
何
修
行
、
③
云
何
降
伏
其
心
。
」
と
い
う
須
菩
提
の
問
い
と
そ
れ
に
対
す
る
仏
の
答
え
を
、

①
実
相
般
若
、
②
観
照
般
若
、
③
文
字
般
若
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
捉
え
解
釈
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
本
稿
の
ⅱ
発
起
序
、

参
照
）
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
修
行
者
が
悟
り
に
向
か
う
過
程
を
、
「
宗
」
と
「
趣
」
と
を
別
し
て
教
義
・
因
果
・
人
法
・
理

事
・
境
行
と
い
う
五
つ
の
相
対
概
念
に
配
当
す
る
こ
と
で
説
明
し
て
い
る
。
智
儼
と
中
国
の
諸
師
の
三
種
般
若
説
の
相
違
に

つ
い
て
は
、
木
村
［
一
九
七
七
］
三
八
三
〜
三
八
八
頁
、
参
照
。
能
詮
教
体
に
つ
い
て
は
、
櫻
井
［
二
〇
二
〇
］
、
参
照
。

四
、
釈
経
題
目

第
四
、
釈
経
題
目
者
、
5

「
仏
」
者
、
此
既
三
乗
教
故
、
仏
是
化
身
仏
。
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「
説
」
者
、
陳
章
吐
教
故
名
説
也
。
又
、
化
仏
不
説
、
法
身
授
与
説
也
。

「
金
剛
」
等
者
、
従
喩
名
也
。
智
難
壊
故
喩
金
剛
也
。

「
般
若
」
等
者
、
西
域
語
也
。
此
云
実
智
。
「
般
若
」
即
智
、
「
波
羅
」
即
彼
岸
也
。
所
言
「
蜜
」
者
、
此
云
到
也
。
真
照

之
慧
、
窮
源
実
相
、
性
出
無
染
、
義
顕
終
極
、
跡
絶
有
海
。
故
云
智
彼
岸
到
也
。

所
言
「
経
」
者
、
真
浄
之
教
、
文
詮
理
緯
。
顕
用
行
心
、
訓
儀
・
常
・
則
。
謂
之
為
経
。

第
四
に
、
経
の
題
目
を
釈
す
と
は
、

「
仏
」
は
、
此
れ
既
に
三
乗
教
な
る
が
故
に
、
仏
は
是
れ
化
身
の
仏
な
り
。

「
説
」
と
は
、
章
を
陳
べ
教
を
吐
く
が
故
に
説
と
名
づ
く
な
り
。
又
、
化
仏
は
説
か
ず
、
法
身
が
授
与
し
て
説
く
な
り
。

「
金
剛
」
等
と
は
、
喩
に
従
う
の
名
な
り
。
智
は
壊
る
る
こ
と
難
き
が
故
に
金
剛
に
喩
う
な
り
。

「
般
若
」
等
と
は
、
西
域
の
語
な
り
。
此
に
実
智
と
云
う
。
「
般
若
」
は
即
ち
智
に
し
て
、
「
波
羅
」
は
即
ち
彼
岸
な
り
。

言
う
所
の
「
蜜
」
と
は
、
此
に
到
と
云
う
な
り
。
真
照
の
慧
は
、
窮
源
の
実
相
に
し
て
、
性
よ
り
無
染
を
出
し
、
義
は
終
極

を
顕
じ
、
跡
は
有
海
を
絶
す
。
故
に
智
彼
岸
到
と
云
う
な
り
。

言
う
所
の
「
経
」
と
は
、
真
浄
の
教
は
、
文
も
て
理
緯
を
詮
ず
。
行
心
を
用
て
顕
ず
れ
ば
、
儀
・
常
・
則
と
訓
む
。
之
を
謂

6

て
経
と
為
す
。
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【
註
】

第
四
釈
経
題
目
者

続
蔵
お
よ
び
大
正
蔵
で
は
、
こ
の
文
の
後
に
『
金
剛
般
若
経
』
の
題
目
と
訳
者
名
、
お
よ
び
慧
琳

5
撰
『
一
切
経
音
義
』
に
よ
る
経
題
の
音
釈
を
挿
入
し
て
い
る
。

儀
・
常
・
則

こ
こ
で
は
「
経
」
を
「
儀
・
常
・
則
」
の
意
味
と
す
る
が
、「
儀
」
は
「
義
」
に
、「
則
」
は
「
法
」
に
通
ず
る

6
と
考
え
ら
れ
る
。「
経
」
を
「
義
」
の
意
味
と
す
る
説
は
、
古
く
に
は
王
弼
（
二
二
六
〜
二
四
九
）
の
易
注
に
「
経
、
猶
レ

義
也
。」

と
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。「
常
」「
法
」
に
つ
い
て
は
、
杜
預
（
二
二
二
〜
二
八
四
）
の
『
春
秋
左
氏
伝
集
解
』
の
宣
公
十
二

年
の
註
に
「
経
、
常
也
。」、
お
よ
び
「
経
、
法
也
。」
と
あ
る
（
岩
本
［
二
〇
〇
一
］
五
八
五
頁
、
お
よ
び
五
八
七
頁
）。
ま
た
、
光

宅
寺
法
雲
撰
『
法
華
経
義
記
』（
大
正
三
三
・
五
七
四
頁
上
）
に
は
「
経
者
、
訓
レ

法
訓
レ

常
為
レ

義
也
。」
と
い
う
説
が
見
え
る
。

【
解
説
】

第
四
に
、
『
仏
説
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
と
い
う
題
目
の
意
味
を
解
釈
す
る
。
ま
ず
、
経
題
の
「
仏
」
と
は
化
身
の
仏
を

意
味
し
、
そ
の
教
え
は
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
の
で
「
説
」
と
い
う
。
た
だ
し
、
本
経
は
化
身
の
口
よ
り
語
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
は
法
身
よ
り
与
え
ら
れ
た
教
え
な
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
化
身
の
仏
の
説
で
は
な
い
と
も
言
え
る
。
仏
の
智

慧
が
壊
れ
な
い
こ
と
を
喩
え
て
「
金
剛
」
と
言
う
。
「
般
若
波
羅
蜜
」
は
「
智
彼
岸
到
」
の
意
味
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
波
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羅
蜜pāram

itā

は
「
到
彼
岸
」
と
漢
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
の
対
応
を
意
識
し
た
訳

．

語
「
彼
岸
到
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（pāram

itā

と
漢
訳
「
到
彼
岸
」
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
［
一
九
九
七
］
六
〇
頁
、
参

．

照
）
。
本
書
と
同
じ
く
波
羅
蜜
を
「
彼
岸
到
」
と
訳
す
例
は
、
吉
蔵
撰
『
金
剛
般
若
経
疏
』
巻
一
（
大
正
三
三
・
九
〇
頁

．

中
）
等
に
確
認
で
き
る
。

「
経
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
文
（
縦
糸
＝
経
）
は
緯
（
横
糸
）
た
る
理
を
表
出
し
、
ま
た
修
行
者
に
と
っ
て
は
儀
・
常
・

則
、
す
な
わ
ち
規
範
や
法
則
の
意
味
と
も
な
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
梵
語
ス
ー
ト
ラ

sūtra

を
漢
語
の
「
経
」
に
よ
っ
て

解
釈
し
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ー
ト
ラ
を
「
経
」
（
ま
た
は
線
〔
綖
〕
）
と
訳
す
こ
と
に
つ
い
て
の
説

明
は
『
捜
玄
記
』
に
も
あ
り
、
こ
の
部
分
は
敦
煌
本
『
摂
大
乗
論
抄
』
と
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
織
田
［
二

〇
一
七
］
九
五
〜
一
〇
〇
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
経
」
に
儀
・
常
・
則
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
説
、
つ
ま
り
漢
語
と
し

て
の
「
経
」
解
釈
は
『
捜
玄
記
』
に
は
見
え
な
い
。
ス
ー
ト
ラ
を
漢
語
「
経
」
の
古
訓
に
即
し
て
理
解
す
る
説
は
、
早
く
に

は
『
注
維
摩
詰
経
』
の
僧
肇
の
註
（
大
正
三
八
・
三
二
七
頁
下
）
等
に
も
見
え
、
浄
影
寺
慧
遠
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
「
俗

訓
」
（
世
俗
の
訓
み
）
と
呼
ん
で
い
る
（
た
と
え
ば
慧
遠
撰
『
維
摩
義
記
』
（
大
正
三
八
・
四
二
二
頁
上
）
、
参
照
）
。
『
金
剛

般
若
経
略
疏
』
は
、
こ
う
し
た
漢
語
的
解
釈
を
「
行
心
」
、
す
な
わ
ち
修
行
者
の
心
の
側
か
ら
見
た
「
経
」
の
意
味
と
し
て

教
理
に
組
み
込
も
う
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
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五

分
文
解
釈

第
五
、
分
文
解
釈
者
、
経
文
有
三
。
初
序
分
、
二
正
宗
、
三
流
通
。

第
五
に
、
文
を
分
か
ち
て
解
釈
す
と
は
、
経
文
に
三
有
り
。
初
め
に
序
分
、
二
に
正
宗
、
三
に
流
通
な
り
。

Ⅰ

序
分

序
有
二
種
。
一
、
証
信
序
。
二
、
発
起
序
。

序
に
二
種
有
り
。
一
に
は
、
証
信
序
。
二
に
は
、
発
起
序
。

7

8

【
註
】証

信
序

通
序
、
弟
子
序
（
阿
難
序
）
、
経
後
序
、
未
来
序
と
も
称
す
る
。
様
々
な
経
典
の
冒
頭
に
共
通
し
て
説
か

7
れ
る
①
如
是
、
②
我
聞
、
③
一
時
、
④
仏
、
⑤
説
法
処
、
⑥
聴
衆
の
六
句
を
い
う
。

発
起
序

別
序
、
仏
序
（
如
来
序
）
、
経
前
序
、
現
在
序
（
現
序
）
と
も
称
す
る
。
証
信
序
の
後
に
続
く
段
落
で
、

8
経
典
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は
異
な
る
。
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ⅰ

証
信
序
（
総
説
）

初
、
証
信
序
興
所
由
者
、
阿
楼
馱
教
彼
阿
難
問
其
未
来
四
法
。
一
、
問
経
首
安
何
字
。
二
、
問
未
来
以
何
為
師
。
用
戒
為
師
。

三
問
未
来
弟
子
依
何
而
住
。
依
四
念
処
住
。
第
四
、
悪
性
人
云
何
共
住
。
以
梵
壇
治
之
。

又
、
約
仏
序
及
弟
子
序
・
現
在
序
・
未
来
序
等
。
思
以
準
之
、
不
労
繁
解
。

初
め
に
、
証
信
序
の
興
る
所
由
と
は
、
阿
楼
馱
は
彼
の
阿
難
を
し
て
其
の
未
来
の
四
法
を
問
わ
し
む
。
一
に
は
、
経
の
首
に

何
れ
の
字
を
安
ず
る
か
を
問
う
。
二
に
は
、
未
来
に
は
何
を
以
て
師
と
為
す
か
を
問
う
。
戒
を
用
い
て
師
と
為
す
な
り
。
三

に
は
、
未
来
の
弟
子
は
何
に
依
り
て
住
す
る
か
を
問
う
。
四
念
処
に
依
り
て
住
す
る
な
り
。
第
四
に
は
、
悪
性
の
人
は
云
何

が
共
に
住
す
る
や
。
梵
壇
を
以
て
之
を
治
む
る
な
り
。

9

又
、
仏
序
及
び
弟
子
序
、
現
在
序
・
未
来
序
等
に
約
す
。
以
て
之
れ
に
準
じ
て
思
え
ば
、
繁
解
を
労
せ
ず
。

【
註
】梵

壇

『
大
智
度
論
』
巻
二
（
大
正
二
五
・
六
六
頁
下
）
で
は
「
梵
法
治
」
と
訳
す
。
相
手
と
言
葉
を
交
え
な
い
こ

9
と
。
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【
解
説
】

『
大
智
度
論
』
巻
二
（
大
正
二
五
・
六
六
頁
中
下
）
の
所
説
に
基
づ
い
て
、
仏
典
の
冒
頭
に
証
信
序
を
説
く
理
由
を
述
べ

て
い
る
。
仏
弟
子
の
阿
楼
馱

A
niruddha

（
『
大
智
度
論
』
の
音
写
で
は
阿
泥
盧
豆
）
は
、
仏
の
入
滅
を
憂
い
て
い
た
阿
難

Ā
nanda

に
対
し
て
仏
に
四
つ
の
質
問
を
す
る
よ
う
促
す
。
阿
難
は
阿
楼
馱
の
勧
め
に
従
い
、
仏
の
死
後
に
お
い
て
、
①
そ

の
教
え
を
伝
え
る
際
、
初
め
に
如
何
な
る
言
葉
を
述
べ
る
べ
き
か
、
②
誰
を
師
と
す
べ
き
か
、
③
ど
の
よ
う
に
修
行
を
す
れ

ば
よ
い
か
、
④
悪
人
と
ど
う
付
き
合
う
べ
き
か
、
を
尋
ね
た
。
こ
の
阿
難
の
問
い
に
対
し
て
仏
は
、
①
如
是
我
聞
等
の
六
句

を
述
べ
、
②
戒
を
師
と
し
、
③
四
念
処
に
よ
っ
て
修
行
し
、
④
黙
し
て
語
ら
な
い
こ
と
、
と
答
え
た
。

ま
た
、
こ
の
『
大
智
度
論
』
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
証
信
序
は
仏
が
教
え
を
説
い
た
時
点
よ
り
後
に
阿
難
が
付
け
足
し
た
も

の
だ
か
ら
弟
子
序
・
未
来
序
と
も
い
い
、
発
起
序
の
内
容
は
そ
の
当
時
、
仏
が
説
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
仏
序
・
現
在
序
と

も
い
う
。
な
お
、
智
儼
の
時
代
よ
り
も
後
の
著
作
で
あ
る
が
、
敦
煌
本
の
道
氤
集
『
御
注
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
宣
演
』
（
大

正
八
五
・
一
九
頁
中
）
で
は
、
こ
う
し
た
様
々
な
序
文
の
呼
称
が
五
種
に
整
理
さ
れ
、
端
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ⅰ

証
信
序
（
随
文
解
釈
）

序
経
文
有
六
句
。
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一
、
「
如
是
」
者
、
大
論
云
、
信
順
辞
。
信
於
実
法
、
順
而
敬
挙
也
。

二
、
「
我
聞
」
。

三
、
「
一
時
」
。
此
有
三
義
。
一
、
平
等
時
。
謂
無
沈
浮
顚
倒
。
二
、
相
応
時
。
謂
令
聞
・
能
聞
・
正
聞
。
三
、
転
法
輪
時
。

10

謂
正
説
・
正
受
。

四
、
「
仏
婆
伽
婆
」
此
有
多
義
。
即
身
口
意
満
等
也
。

五
、
住
処
。

六
、
同
聞
衆
。
弁
所
為
機
、
及
同
聞
影
響
衆
。

又
釈
、
前
之
二
文
、
局
在
証
信
。
後
之
四
句
、
義
通
発
起
。

問
。
所
以
無
菩
薩
衆
者
。

答
。
般
若
堅
固
甚
深
難
識
。
若
影
響
徒
衆
及
所
為
機
、
通
菩
薩
者
、
迴
心
声
聞
及
凡
夫
等
、
於
斯
絶
分
。
為
欲
引
下
故
、
略

不
明
。

序
の
経
文
に
六
句
有
り
。

一
に
、
「
如
是
」
と
は
、
大
論
に
云
く
、
信
順
の
辞
な
り
。
実
法
を
信
じ
、
順
じ
て
敬
挙
す
る
な
り
。

11

二
に
、
「
我
聞
」
。
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三
に
、
「
一
時
」
。
此
れ
三
義
有
り
。
一
に
は
、
平
等
時
な
り
。
沈
浮
と
顚
倒

無
き
を
謂
う
。
二
に
は
、
相
応
時
な
り
。
令

12

聞
・
能
聞
・
正
聞
を
謂
う
。
三
に
は
、
転
法
輪
時
な
り
。
正
説
・
正
受
を
謂
う
。

四
に
、
「
仏
婆
伽
婆
」
は
、
此
に
多
義
有
り
。
即
ち
身
口
意
満
等
な
り
。

五
に
、
住
処
な
り
。

六
に
、
同
聞
の
衆
な
り
。
所
為
の
機
、
及
び
同
聞
の
影
響
の
衆
を
弁
ず
。

又

釈
す
る
に
、
前
の
二
文
は
、
証
信
に
局
り
て
在
り
。
後
の
四
句
は
、
義

発
起
に
通
ず
。

か
ぎ

問
う
。
菩
薩
の
衆

無
き
所
以
は
。

ゆ

え

ん

答
う
。
般
若
は
堅
固
甚
深
に
し
て
識
り
難
し
。
若
し
影
響
の
徒
衆
及
び
所
為
の
機
、
菩
薩
に
通
ず
れ
ば
、
迴
心
の
声
聞
及
び

凡
夫
等
は
、
斯
に
於
い
て
分
を
絶
す
。
下
を
引
く
こ
と
を
欲
せ
ん
が
為
め
の
故
に
、
略
し
て
明
か
さ
ず
。

【
註
】令

聞

続
蔵
お
よ
び
大
正
蔵
は
「
今
聞
」
に
つ
く
る
が
、
称
名
寺
本
に
従
っ
て
改
め
る
。
こ
の
箇
所
の
典
拠
で
あ
る

10
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
巻
五
（
大
正
三
一
・
一
八
二
頁
）
に
「
二
、
和
合
時
。
謂
、
令
聞
・
能
聞
・
正
聞
。
」
と
あ
る
た

め
で
あ
る
。

大
論

『
大
智
度
論
』
巻
一
（
大
正
二
五
・
六
二
頁
下
〜
六
三
頁
上
）
の
取
意
。
『
注
維
摩
詰
経
』
（
大
正
三
八
・
三

11
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二
八
頁
上
）
に
も
「
肇
曰
、
如
是
信
順
辞
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
智
儼
は
『
捜
玄
記
』
巻
一
上
（
大
正
三
五
・
一
六
頁

中
）
に
お
い
て
も
、
「
如
是
」
を
釈
し
て
「
又
、
信
順
辞
耳
。
」
と
し
て
い
る
。

三
義
有
り

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
五
・
釈
応
知
入
勝
相
（
大
正
三
一
・
一
八
二
頁
下
）
の
「
釈
曰
、
是
時
有

12
三
義
。
一
、
平
等
時
。
謂
無
沈
浮
顚
倒
。
二
、
和
合
時
。
謂
、
令
聞
・
能
聞
・
正
聞
。
三
、
転
法
輪
時
。
謂
正
説
・
正

受
。
」
に
基
づ
く
。
智
儼
は
こ
の
『
摂
大
乗
論
』
の
解
釈
を
『
捜
玄
記
』
巻
一
上
（
大
正
三
五
・
一
六
頁
中
）
で
も
用
い

て
い
る
。

【
解
説
】

経
典
冒
頭
の
定
型
句
（
証
信
序
）
の
一
文
一
句
を
解
説
す
る
。
末
尾
の
問
答
で
は
、
『
金
剛
般
若
経
』
の
聴
衆
と
し
て
描

か
れ
る
の
が
声
聞
の
み
で
あ
る
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
経
の
内
容
は
高
度
で
あ
る
た
め
、
も
し
仏
が
そ
れ

を
菩
薩
の
た
め
に
説
い
た
の
な
ら
、
菩
薩
よ
り
も
低
い
境
界
に
あ
る
大
乗
に
廻
心
し
た
声
聞
や
凡
夫
は
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ゆ
え
に
、
よ
り
低
い
境
界
に
あ
る
者
を
導
く
た
め
に
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
聴
衆
と
し
て
の
菩
薩
の
存
在
を
明
か
さ

ず
、
声
聞
の
み
が
聞
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
と
い
う
。

ⅱ

発
起
序
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就
其
第
二
発
起
序
中
大
分
有
二
。

初
、
仏
世
尊
訖
乞
食
縁
為
前
方
便
。
二
、
「
爾
時
諸
比
丘
」
下
、
正
時
集
衆
以
顕
発
起
。

初
文
有
四
。
初
、
厳
儀
乞
食
即
為
行
始
。
二
、
「
於
其
城
中
」
下
、
還
帰
本
処
顕
行
終
。
三
、
「
飯
食
訖
」
下
、
為
顕
法
方

便
。
四
、
「
結
跏
趺
」
下
、
顕
定
依
止
。

就
第
二
集
衆
文
、
大
分
有
四
。
初
明
衆
集
、
及
顕
敬
儀
。
二
、
「
爾
時
慧
命
」
已
下
、
為
請
法
方
便
。
三
、
「
白
仏
希
有
」

下
、
讃
仏
具
徳
。
四
、
「
世
尊
云
何
」
下
、
正
明
請
問
、
以
顕
発
起
。

此
問
有
四
。
初
一
、
総
顕
発
心
之
相
。
二
、
問
所
住
之
理
。
即
顕
問
実
相
般
若
。
三
、
問
能
修
行
。
即
問
観
照
般
若
。
四
、

問
降
伏
心
。
即
調
伏
方
便
、
即
問
文
字
般
若
。
下
答
準
之
。

其
れ
第
二
に
発
起
序
の
中
に
就
い
て
大
分
し
て
二
有
り
。

初
め
に
、
仏
世
尊
が
食
縁
を
乞
う
に
訖
る
を
前
方
便
と
為
す
。
二
に
、
「
爾
時
諸
比
丘
」
よ
り
下
は
、
正
時
に
衆

集
む
る

い
た

を
以
て
発
起
を
顕
ず
。

初
め
の
文
に
四
有
り
。
初
め
に
、
厳
儀
の
乞
食
は
即
ち
行
の
始
め
と
為
す
。
二
に
、
「
於
其
城
中
」
よ
り
下
は
、
還
て
本
処

に
帰
し
て
行
の
終
り
を
顕
ず
。
三
に
、
「
飯
食
訖
」
よ
り
下
は
、
為
に
法
の
方
便
を
顕
ず
。
四
に
、
「
結
跏
趺
」
よ
り
下
は
、

定
の
依
止
を
顕
ず
。
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第
二
の
衆

集
む
る
の
文
に
就
い
て
、
大
分
し
て
四
有
り
。
初
め
に
、
衆

集
む
る
を
明
か
し
、
及
び
敬
う
儀
を
顕
ず
。
二
に
、

「
爾
時
慧
命
」
已
下
は
、
法
を
請
う
方
便
を
為
す
。
三
に
、
「
白
仏
希
有
」
よ
り
下
は
、
仏
が
徳
を
具
す
を
讃
ず
。
四
に
、

「
世
尊
云
何
」
よ
り
下
は
、
正
し
く
請
問
を
明
し
、
以
て
発
起
を
顕
ず
。

此
の
問
い
に
四
有
り
。
初
め
の
一
は
、
総
じ
て
発
心
の
相
を
顕
ず
。
二
に
、
所
住
の
理
を
問
う
。
即
ち
実
相
般
若
を
問
う
を

顕
ず
。
三
に
、
能
く
修
行
す
る
を
問
う
。
即
ち
観
照
般
若
を
問
う
。
四
に
、
心
を
降
伏
す
る
を
問
う
。
即
ち
調
伏
の
方
便
に

し
て
、
即
ち
文
字
般
若
を
問
う
。
下
の
答
は
之
に
準
ぜ
よ
。

【
解
説
】

発
起
序
は
、
仏
が
舎
婆
提
大
城
で
乞
食
を
す
る
場
面
（
大
正
八
・
七
五
二
頁
下
・
一
三
〜
一
七
行
）
と
、
須
菩
提
が
仏
に

教
え
を
請
う
場
面
（
同
・
一
八
〜
二
四
行
）
の
二
段
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
。
後
者
の
場
面
で
須
菩
提
が
発
し
た
四
つ
の
問

い
は
、
「
云
何
菩
薩
大
乗
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
」
は
三
種
般
若
の
総
相
を
、
「
応
云
何
住
」
は
実
相
般
若
を
、
「
云

何
修
行
」
は
観
照
般
若
を
、
「
云
何
降
伏
其
心
」
は
文
字
般
若
を
問
う
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
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本
憲
司
［
二
〇
〇
一
］
『
春
秋
左
氏
伝
杜
預
集
解
〈
上
〉
』
汲
古
書
院

大
竹
晋
［
二
〇
〇
七
］
『
唯
識
説
を
中
心
と
し
た
初
期
華
厳
教
学
の
研
究
―
智
儼
・
義
湘
か
ら
法
蔵
へ
』
大
蔵
出
版

織
田
顕
裕
［
二
〇
一
七
］
『
華
厳
教
学
成
立
論
』
法
蔵
館

金
沢
文
庫
・
関
靖
編
［
一
九
三
九
］
『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』
巌
松
堂
書
店

木
村
清
孝
［
一
九
七
七
］
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』
春
秋
社

櫻
井
唯
［
二
〇
一
六
］
「
智
儼
撰
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
の
思
想
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
三

三
号

櫻
井
唯
［
二
〇
二
〇
］
「
隋
唐
に
お
け
る
教
体
論
の
諸
相
」
『
南
都
仏
教
』
第
一
〇
一
号

渡
辺
章
吾
［
一
九
九
七
］
「
般
若
波
羅
蜜
多(prajñāpāram

itā)

の
解
釈
」
『
東
洋
学
術
論
叢
』
第
二
二
号


